家庭礼拝　2011年6月29日　コリント第Ⅱ　3章
　賛美歌220　日かげしずかに　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌441　信仰をもて
起

パウロの書簡を読んでいて、パウロの手紙には、一つの癖があることが分かります。それが分かると、比較的何を言おうとしているのかのキーワードが理解しやすいのです。パウロは大切だと思う言葉を短い箇所で集中的に繰り返す癖があります。このコリント第二の、1章では、慰めという言葉でした。そして第二章では誇りという言葉でした。今日の第三章では三つの言葉が集中的に出てきます。最初の部分では推薦状、派生的には推薦や手紙という言葉が多く使われます。中ごろでは栄光という言葉が、短いところに１０回も使われています。そして最後のところで、覆いという言葉が多用されています。これは顔を隠したりする覆いのことです。これらの推薦状、栄光、覆いの意味を理解することが3章のパウロの言葉を理解することになります。
前回もお話しましたが、パウロがテトスとマケドニアで出会った2章の14節から話が脱線しだして、7章の5節で話が戻るまで、挿入句のようにパウロの思いが語られています。そしてその続きの３章の初めはこのようになっています。
２コリ 3:1　わたしたちは、またもや自分を推薦し始めているのでしょうか。それとも、ある人々のように、あなたがたへの推薦状、あるいはあなたがたからの推薦状が、わたしたちに必要なのでしょうか。

２コリ 3:2　わたしたちの推薦状は、あなたがた自身です。それは、わたしたちの心に書かれており、すべての人々から知られ、読まれています
パウロが、またもや自分を推薦し始めているのでしょうかといったことの背景には、前章の2章の17節で
２コリ 2:17　わたしたちは、多くの人々のように神の言葉を売り物にせず、誠実に、また神に属する者として、神の御前でキリストに結ばれて語っています。

　と、自分たちの自己弁護をして、誠実に、神に忠実に、キリストに結ばれて語っていることを言っているからです。このことをまたもや自分を推薦し始めているのでしょうかといっています。パウロたちは、自分たちのよいことを話したりすると、コリントの人からは、又自己推薦していると思われていたようです。当時は推薦状というのがとても大切でした。お互いに面識のないものを信用して、仕事に雇ったり、信じたりするのは危険なので、誰かその両方を知っているものが、相手に対して身元保証人となることが必要だったのです。今ですと、いろいろな身元保証の方法がありますが、当時の社会的な手段では、信用できる相手からの推薦状が一番安心だったのです。ところが誰も推薦状を書いてくれなければ、自分で相手に、自分を信用させる言葉を並べなければなりませんでした。それが自分を推薦するということになります。
パウロは、コリントの人に、自分を推薦して、よく見せようとしている人だと思われていたようです。それに対して、パウロは、あなた方への推薦状、あるいはあなたがたからの推薦状が私たちに必要なのでしょうかといいます。そして、不思議なことを言いました。私たちの推薦状はあなた方自身ですといったのです。即ち、良くも悪くも、コリント教会の人々を見れば、パウロがどんな人間であるかが分かるということです。それは、コリント教会の人々を見る、すべての人々から、知られ読まれている推薦状のようなものだといっているわけです。我々の時代にあっても、その教会の信徒がすばらしければ、教会の牧師もきっとすばらしいのだろうと思い、その信仰の対象となっているイエスキリストもすばらしいのだろうと思うからです。ですから、良くも悪くも、私たちがキリスト教を信仰していることにおいて、私たち自身がその広告塔となっているわけです。もしこれが悪い評判の広告塔となっていたら、主に対して申し訳ないことになってしまいます。よく、クリスチャンは偽善的で嫌いだという人がいますが、その人達は、悪い広告塔を見てしまって、悪い印象しか持たなくなったのだと思います。私たちもまた、独りよがりになって、そのようなことにならないように注意していくことが必要なのだと思います。
パウロはその推薦状となる手紙がどのように書かれているかを詳しく説明しました。3節です。
２コリ 3:3　あなたがたは、キリストがわたしたちを用いてお書きになった手紙として公にされています。墨ではなく生ける神の霊によって、石の板ではなく人の心の板に、書きつけられた手紙です。
その手紙は、キリストがパウロたちを用いて書いた手紙であり、神の霊によって、人の心に書き付けられた手紙です。旧約聖書のときは、神様がモーセを用いて、石の板に手紙を書きましたが、いまや、キリストによって、霊によって人の心の板に書き付けられた手紙であるといっているのです。私たちの心の板に書きつけられた手紙は、読まれても恥ずかしくないものでしょうか。私たちはこのような質問をされると、とんでもない、とても人に読んでいただいて参考になるようなものではないと否定してしまいます。ですが、勘違いしてはいけないのです。書いたのは私たちではなくて、キリストであり霊なのです。私たちはただ、その書きつけられた白い紙なのです。ですからその手紙は、自分がどんなにそれに値しないと思っても、キリストの手紙として、公の前に差し出す必要があるのです。コリントの教会の人々はまさしくそのような人々でした。決してほめられるようなものではありませんでしたが、パウロはそのコリント教会の人々に対し、あなた方はキリストが私たちを用いてお書きになった手紙として公にされていますと言ったのです。自分たちがどのように思おうと、それはキリストが書かれた手紙なのです。私たちはそれを運んでいるだけなのです。このことを今一度、自覚したいものだと思います。
承

　次にパウロは、栄光という言葉に移ります。7節と8節です。
２コリ 3:7　ところで、石に刻まれた文字に基づいて死に仕える務めさえ栄光を帯びて、モーセの顔に輝いていたつかのまの栄光のために、イスラエルの子らが彼の顔を見つめえないほどであったとすれば、

２コリ 3:8　霊に仕える務めは、なおさら、栄光を帯びているはずではありませんか。

　パウロの話は、心の板、石の板という話から、そこに与えられている栄光について語り始めました。ここでは、イエスキリストと、モーセの対比を際立たせるために、ちょっとモーセのことを悪くいっている嫌いがあります。モーセの石に刻まれた文字、即ち律法は、死に仕える勤めであって、それでさえも栄光を帯びている。といいました。その栄光は、つかの間の栄光ではあったが、彼の顔を直視できないほどであったといいました。ですがパウロが言いたいのは、それに比べたら、霊に仕える務めは、さらに栄光を帯びるはずではないか。死に仕えるよりも霊に仕えるほうが勝ったものではないか。と言いたい訳です。このような比較の論法は、信仰的には決してよいものではありませんが、パウロはどちらかというと祈りがかなえられた喜びで、興奮気味に主をこう褒め称えて言っているのです。さらにパウロはこう言います。9節から11節です。
２コリ 3:9　人を罪に定める務めが栄光をまとっていたとすれば、人を義とする務めは、なおさら、栄光に満ちあふれています。

２コリ 3:10　そして、かつて栄光を与えられたものも、この場合、はるかに優れた栄光のために、栄光が失われています。

２コリ 3:11　なぜなら、消え去るべきものが栄光を帯びていたのなら、永続するものは、なおさら、栄光に包まれているはずだからです。

　パウロは、旧約の栄光が、石の板に書かれた手紙であり、死に仕える勤めであり、人を罪に定める務めであり、消え去るべきものであるといっています。それに対し、新約の栄光は、心の板に書かれた手紙であり、霊に仕える勤めであり、人を義とする務めであり、永続するものであると、その新約の優位性を説明しました。だから、なおさら、栄光に包まれているはずではないか、というのです。だから古い栄光のためではなく新しい大きな栄光のために生きるべきではないかといっているのです。この比較は、多少の問題を含みながらも、見事に旧約と新約の特徴を捉えて表しているのです。
転

さらにパウロは、この栄光に対するものとして、覆いと言う言葉を使って、この比較をさらに進めるのです。13節です。
２コリ 3:13　モーセが、消え去るべきものの最後をイスラエルの子らに見られまいとして、自分の顔に覆いを掛けたようなことはしません。

　この覆いとは出エジプト記の33節～35節に語られている覆いのことです。モーセが神と出会って、その顔が光を放っていたために、顔に覆いをつけたということなので、普通に考えれば、顔が光でまぶしいために覆いをしたと考えるのが自然ですが、パウロはそれとはちょっと違った解釈をしています。出エジプト記34章を読んでみます。
出 34:33　モーセはそれを語り終わったとき、自分の顔に覆いを掛けた。

出 34:34　モーセは、主の御前に行って主と語るときはいつでも、出て来るまで覆いをはずしていた。彼は出て来ると、命じられたことをイスラエルの人々に語った。

出 34:35　イスラエルの人々がモーセの顔を見ると、モーセの顔の肌は光を放っていた。モーセは、再び御前に行って主と語るまで顔に覆いを掛けた。

という風になっています。普通の解釈と違って、パウロの解釈は、モーセが神と出会って最初は光り輝いているが、消え去るべき栄光がだんだん弱まってくるのを、イスラエルの子らに見られないために覆いをかけたということになっているのです。そして又神と出会って光り輝いている間にイスラエルの民に語り、光が弱まる前に又覆いをつけたというのです。この覆いと言うのは、栄光に対しては、罪であることを表しています。覆いをかけるというのは、罪で栄光を覆ってしまうということになります。14節から18節です。
２コリ 3:14　しかし、彼らの考えは鈍くなってしまいました。今日に至るまで、古い契約が読まれる際に、この覆いは除かれずに掛かったままなのです。それはキリストにおいて取り除かれるものだからです。

２コリ 3:15　このため、今日に至るまでモーセの書が読まれるときは、いつでも彼らの心には覆いが掛かっています。

２コリ 3:16　しかし、主の方に向き直れば、覆いは取り去られます。

２コリ 3:17　ここでいう主とは、“霊”のことですが、主の霊のおられるところに自由があります。

２コリ 3:18　わたしたちは皆、顔の覆いを除かれて、鏡のように主の栄光を映し出しながら、栄光から栄光へと、主と同じ姿に造りかえられていきます。これは主の霊の働きによることです。
14節では古い契約が読まれる際に、この覆いは除かれずにかかったままであるといいました。契約の書を読むときですら、人々の心は、罪に覆われていたのです。それはキリストにおいて取り除かれるものだといいました。
15節でも同じように、モーセの書が読まれるときは、心に覆いがかかっていた。即ち罪の心で曇らされていた、ということになります。

16節で、しかし主の方に向き直れば、覆いは取り去られますといいます。その罪の覆いは、単に主の方に向き直るだけでいいのです。私たちは罪の覆いを取り除くために四苦八苦して努力する必要はないのです。必要なのはただ、主の方に向き直るだけです。そして、18節にあるように、向き直ったものは皆、顔の覆いを取り除かれるのです。そして、鏡のように主の栄光を映し出すのです。それは主と同じ姿に作り変えられることです、と言っています。

私たちは、努力して律法を守り、それでも罪の覆いに覆われた死すべきものから、ただ向き直るだけで、罪の覆いを取り払われた、自由で、永続するものへと変えられていくのです。パウロはこれを強調したいがために、モーセに対してはちょっと言いすぎた感もあります。でも、言いすぎたとしても、パウロはこれを言いたかったのです。
わたしたちは皆、顔の覆いを除かれて、鏡のように主の栄光を映し出しながら、栄光から栄光へと、主と同じ姿に造りかえられていきます。
このように叫びたかったのだと思います。
結

結局、パウロが一番言いたかったことは、このキリストへの信仰は、今までの何よりも栄光に満ちたものであり、罪の覆いが取り除かれて開放されたものである、ということではないかと思います。そのようなものとして、私たちは、キリストが私たちの心に書いてくれた手紙を携えて、世の人々のところに行くのです。それは私たちが書いた手紙ではなくて、イエス様が直接書いてくれた手紙ですから何も恥じる必要はないのです。私たちの本当の姿がどうであろうとも、そこにはイエス様が直接書かれた手紙が、私たちの心に残っているのです。それを人々は読んでくれるだろうということを期待するわけです。それは神の栄光に包まれたものであって、私たちが覆い隠すべきものではないのです。パウロは、テトスから喜びの知らせを聞いて、この喜びの栄光をどうしても語りたかったのかもしれません。私たちもまた、イエスキリストの手紙と栄光を身に帯びるものとして、輝かしく歩んで生きたいと思うのであります。

(一分間の祈り)(祈り)
天の父なる神様。あなたが与えてくださいました栄光に感謝いたします。私たちは日常の生活の中で、イエス様の手紙を携えていることも、イエス様の香りを放っていることも、あなたの栄光を表していることも気づかずに意識することもなく歩んでおります。ですが私たちがそれを知ろうと知るまいと、私たちはそのような存在であり、あなたを世に表しているものです。あの人はクリスチャンだ。あの人は教会にいっているというだけで、そのような存在です。主よ、あなたは私たちをそのようなものに作り変えてくださいました。何か特別なことをするというのではなく、ただあなたに向き直ったものとして世にその姿を表し続けることができますように。どうか私たちが気づかずにいる、あなたの栄光が、私たちを超えて、光り輝くものでありますように。

　神様、このあなたの栄光の光が、どうか私たちの気づかないところで、多くの人々を照らし、苦しむものを救い、悲しむものを慰めるものでありますように。又、私たちのこの貧しい歩みの上に、あなたの栄光の輝きが与えられるものでありますように。

この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン

◆新しい契約の奉仕者

２コリ 3:1　わたしたちは、またもや自分を推薦し始めているのでしょうか。それとも、ある人々のように、あなたがたへの推薦状、あるいはあなたがたからの推薦状が、わたしたちに必要なのでしょうか。

２コリ 3:2　わたしたちの推薦状は、あなたがた自身です。それは、わたしたちの心に書かれており、すべての人々から知られ、読まれています。

２コリ 3:3　あなたがたは、キリストがわたしたちを用いてお書きになった手紙として公にされています。墨ではなく生ける神の霊によって、石の板ではなく人の心の板に、書きつけられた手紙です。
２コリ 3:4　わたしたちは、キリストによってこのような確信を神の前で抱いています。

２コリ 3:5　もちろん、独りで何かできるなどと思う資格が、自分にあるということではありません。わたしたちの資格は神から与えられたものです。

２コリ 3:6　神はわたしたちに、新しい契約に仕える資格、文字ではなく霊に仕える資格を与えてくださいました。文字は殺しますが、霊は生かします。

２コリ 3:7　ところで、石に刻まれた文字に基づいて死に仕える務めさえ栄光を帯びて、モーセの顔に輝いていたつかのまの栄光のために、イスラエルの子らが彼の顔を見つめえないほどであったとすれば、

２コリ 3:8　霊に仕える務めは、なおさら、栄光を帯びているはずではありませんか。

２コリ 3:9　人を罪に定める務めが栄光をまとっていたとすれば、人を義とする務めは、なおさら、栄光に満ちあふれています。

２コリ 3:10　そして、かつて栄光を与えられたものも、この場合、はるかに優れた栄光のために、栄光が失われています。

２コリ 3:11　なぜなら、消え去るべきものが栄光を帯びていたのなら、永続するものは、なおさら、栄光に包まれているはずだからです。

２コリ 3:12　このような希望を抱いているので、わたしたちは確信に満ちあふれてふるまっており、

２コリ 3:13　モーセが、消え去るべきものの最後をイスラエルの子らに見られまいとして、自分の顔に覆いを掛けたようなことはしません。

２コリ 3:14　しかし、彼らの考えは鈍くなってしまいました。今日に至るまで、古い契約が読まれる際に、この覆いは除かれずに掛かったままなのです。それはキリストにおいて取り除かれるものだからです。

２コリ 3:15　このため、今日に至るまでモーセの書が読まれるときは、いつでも彼らの心には覆いが掛かっています。

２コリ 3:16　しかし、主の方に向き直れば、覆いは取り去られます。

２コリ 3:17　ここでいう主とは、“霊”のことですが、主の霊のおられるところに自由があります。

２コリ 3:18　わたしたちは皆、顔の覆いを除かれて、鏡のように主の栄光を映し出しながら、栄光から栄光へと、主と同じ姿に造りかえられていきます。これは主の霊の働きによることです。
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